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小学校家庭科における消費生活分野の
教材開発―じょうずに使おう 物やお金―
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小学校家庭科の消費生活領域のねらい

身近な消費生活や環境をよりよくしようと工夫する
能力と実践的な態度を育てる。

金銭の使い方や物の選び方を学ぶことができる授
業の開発

指導上の配慮

常に自分の生活との結び付きに気付くようにする

児童の消費行動をふまえた題材の設定

主体的に学習し，実践できるようにする

実践的・体験的な学習活動を通して学ぶことがで
きる授業の開発

事前アンケートで把握した消費行動

自分のこづかいを
使う場所
 コンビニエンスストア

 自動販売機

 スーパーマーケット

自分のこづかいで
購入するもの
 お菓子・食べ物

 文房具

商品を選ぶときに
考えること
 値段を確認する

 環境のことを考える
児童は少ない

飲み物を選ぶ
班活動の様子

包装によるゴミの量の違い

計画したホームパーティの
レイアウト作品

買い物のシミュレーション

時と場合に応じた商品選択
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同じような商品を比べる
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単価を考える

よくできた 少しできた あまりできなかった 全くできなかった

自由記述内容

・単価のことも気にしたいと
思います。

・単価のことを考えてカルピ
スウォーターを希釈タイプを
選んだ。

・みんなで分けると500mLを
何本か買うより、2Lを買う方
が安い。

・飲み物を選ぶときには、何
円か、どのくらいの量なのか
ゴミはどのくらいか、などを考
えるようにしたい。

適切な購入の計画
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授業後

授業前

値段をよく見る

よくできた 少しできた あまりできなかった 全くできなかった
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予算内で計画する
自由記述内容

・できるだけ安くして買った。

・計画を立てて、予算内でできる
ように気をつけたいと思います。

・予算オーバーしてしまったので
工夫して、普段の買い物に活か
したい。

・限られた予算の中で、物の値
段を見ながら買わなければなら
ないと気づいた。

・好きな物だけ買っていたことが
多かったけど、値段にも気をつ
けて買うことや、計画を立てて品
物を選ぶことが大切なんだと思
いました。

環境を考えた商品選択
自由記述内容

・希釈タイプは環境にもお財布に
も優しい。

・ゴミを増える選択を今までしてい
たので見直したい。

・「安さ」も大切だけど、「環境」の
ことをよく考えて、買うときにもマイ
バッグを持っていったりしたい。

・これからはゴミと環境のことも考
えて、その時にほしいものだけ買
わず、考えて買い物をしたい。

・飲みきれる量を選ぶようにしたい

・いままでゴミの多い少ないは考
えて来なかったが、これからは考
えて買い物をしたい。
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ゴミができるだけ少なくなるよう考えたか
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無回答

※事前アンケートは平成27年7月に実施，授業は平成28年1月に実施し
た。

• コンビニエンスストアの飲料やお菓子など身近な商品や価格設定 → 児童の日常生活と結びつけることができた

• 小学生に身近な教材（ホームパーティ）の計画の設定 → 卒業間近のため，興味をもった取り組みにつながった

• ホームパーティの計画書とレイアウト作品づくり → 明確な目標があったため，意欲的な取り組みにつながった
教材

• 班活動 → 商品選択に様々な視点があることへの気づきや，主体的な学習につながったと考えられる

• 近隣のコンビニエンスストアやスーパーマーケットで取り扱う実際の商品の提示
→ 実感を伴って容器・包装の違いや量に気づかせることができた

• 飲料の選択を個人とグループの２場面で検討
→ 時と場合に応じた商品選択方法があることを確認させることができた

指導
方法

• 導入部分の問いかけへの発言を増やす → 買物が日々の生活に欠かせないことを実感させる発問を工夫する

• 計画書の記入に要する時間を短くする → 記入方法，計算方法を丁寧に説明する，電卓を利用する

• 班による進度の差を減らす → 机間指導の充実，班員の役割分担をうながす

• 発表を上手くまとめる → 事前に発表者を決めさせる，発表のポイントを明確化する

改善点


